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小 児 結 核 ア レ ル ギ ー の 研 究

(第2報)液 体B.C.G.ワ ク チ ンと乾燥B.C.(筑

ワク チ ンとの力価 比較 につ いて

東京慈恵会医科大学小児科教室(主 任 故高橋教授)

鈴 木 庄 三 郎

(昭和29年3月2目 受付)

(本研究は昭和24年 文部省科学研究費による)

1緒 言

さきに私1)gま,1・Occ中 菌量0・4mg含 有の液体B・C・

G・ワクチンを煮沸殺菌 し,そのO.01cc(菌 量0.004mg)

を皮内接種 して,そ の際起る コッホ氏現象初 期の発赤値

により小児結核 ア レル ギーの状態を研究 した｡そ の結果

本法はツベルク リン液の代 用に,鋭 敏 な診断液 と して用

うるに足 る ことを報告 したが,今 回は乾燥B・C・G・ ワク

チンを使用 して第1報 と同様 の実 験を行い,両 者 を比較

することによ り液体,乾 燥両b・C・G・ワクチ ンの力価 を

比較 し,他 方小児 にお いて液体B・C・G.ワ クチ ンと乾燥

B.C.G.ワ クチ ンの陽転率 を検 し,間 接 にその力価 の比

較を試みた ので,そ の結果を次 に報告す る｡

2実 験 方 法

叢 纏 響 鷺 蕪:病院
ツ'rF"7vクリン液:伝 研 製 旧 ツベ ル ク リン液 の2000倍

稀釈液(0.5%石 炭 酸 加生 理 的 食 塩 水 稀 釈液)0.1cc

鍵 皮内注射す・
乾燥B.C.G.ワ クチン:財 団法人結核予防会結核研究

所製乾燥B.C.(}.ワ クチン(1.Occ中 菌量O・4mg含 有)

を100｡C30分 煮沸殺 菌 した死乾燥B・C・Gワ クチ ンの

所定量を皮内接種 し,そ の コッホ氏現象 の初期の発赤及

び硬結を測定 した｡本 法を死乾燥B・C・G反 応 と仮称

すo

注射方法:同 側 の前腱皮 内にツベル クリン液及 び死 乾

燥B・C・(}・ワクチ ンを約5cmの 間隔を置いて並立 して

同時に実施 した｡

判定 εi接種後48時 間後 とし判定の規準 は第1報 の場

合 と同じ くツベル ク リン反応 も死乾燥B・C・G・反応 も陰

陽の限界 を直径10mmと し,5-9mmを 疑陽性,4栩 勉

以下を陰性 とした｡

3実 験 成 績

A)0.01cc(菌 量0.004mg)皮 内接種 の場合

小児 において0.01cc皮 内注射は これを正確 に行 うこ

とはか な り難 か しいが,第1報 と同様 に局所 に生ず る貧

血性丘疹の直径2-3mmを 目標 と して行 う時 は,比較的

正確 にO.01cc,菌 量 として0・004mgを 注入す ること

がで きる｡

小 児218名 に就 い て 検 査 し,そ の発 赤 値 を比 較 す る

ため,相 関表 を作 製 す る と第1表 の如 くにな る｡そ の 両

者 の 発赤 の強 さの 算術 平 均 値 は

2000倍 ツ反 応M'vi=11｡128±O｡235mm

死 乾 燥B.C.G.反 応MB,=8.996±O.378mm

であ つ て,そ の両 者比 較 の有憲 義 性 は 次 の如 くであ る｡

MTa-MB1 =4.78

ゾmt12+mb、2

第1表 死 乾 燥B.C.G.反 応 と ツベ ル ク リ ン反

応 との発 赤 値 の比 較(勿2222)
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すなわ ち両者の発赤度 は推計学的に も有意義 の差が認

められ,死 乾燥B・C・G・ ワクチ ン0・Olcc(O・004mg)

皮 内接種 によるコッホ賃現 象は2000倍 ツーミルク リン反

応 より発赤は弱い｡

B)0・05cc(菌 量0.02mg)皮 内接種 の場合

次 に菌量 を増量 して0・02mgす なわち死乾燥B・C・G

ワクチン0・05ccを 皮内に接種 した｡こ の際は注射局所

に生ず る丘疹 の直径6mm及 び注射筒 目盛 の0・05cc

を目標 と して実施 した｡

被検者は271名 で2000倍 ツベルク リン反応 との発赤

比較に よる相関表 は第2表 の如 くである｡そ の発赤の算

術平均値 を求めて見 ると,

2000倍 ツ反応MT、=7.646±O.387mm

死乾燥B｡C.G.反 応MB、 ニ9.491±O.393mm

であつて,両 者間の差 の有意義性は次の如 くで ある｡

一一一一17-一..、.
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す なわち推計学的に も有意 義 の差 を認 めるこ とがで き,

発赤 を目標 と して比 較す る時は,死 乾燥B.C.G.ワ クチ

ンO・02mg皮 内接種は伝研製旧 ツペル クリン2000倍

O・1cc皮 内注射 に勝 る力価を示す もの と考 えられ る｡

第2表 死乾燥B.C.G｡反 応(O｡02mg)と ツベ

ルク リン反 応 との発赤値 の比較(mm)

0
-
4

B
C
G

簗

艀4

Q
》

【

「

AU

5

10-14

15-・19

20-・24

25--29

3(}-34

35-・39

40一

合i計

106

1

107

5
-
9

9

2

耀正

◎
り

5

嘘二

20

1

忽

5
f
9

1

1

O

i

4

1

望
人

4

8

25

8

3

1

1

571s・

164

-

Q
V

8

4

1

23

2

6

4

1

雑
04

ー

35
ー

舘

1

合

計

130

53

46

お

9

7

1

1

1

繧↓

-
↓

1

9
一

1

1

4

1

1

1

2

2

2

・3回7{512

107

183

271

以 上死乾燥B.C.G.ワ クチ ンの結核診断液 としての力

価を2000倍 ツベル ク リン反応 と比較 する時 は菌量0・004

mgで は推計学的 に劣 るが,O・02mgで は力価 は推計学

的 に勝 ることを知つた｡

しか しなが ら第1報 において死液体B・C・(Lワ クチ ン

のO.Olcc(菌 量O・O(Mtmg)皮 内接種 による初 期の コッ

ホ氏現象の発赤度は2000倍 ッペル ク リン反応 とよく相

関 し,且 つ又 より鋭敏 な ことを報 告 したが,死B.C.(}.

ワクチ ンの菌量O・004mg皮 内接 種の発赤度は液体B・

C・G・ ワクチンの方が乾燥B.C.G.ワ クチンよ り勝る こ

とを知 る｡従 つ て診断液 としての液体B.C・G・ ワクチ ン

の方 が乾燥B.C.G.ワ クチ ンよりも力価 が強 い ことが了

解 され る｡

次 に第2表 において陰陽の一致 しない ものが271例 中

31例 あつたが,こ の不門致 の場 合に就 いて精査 して見

る と次 のよ うで ある｡

1)B・C・G・ 反応 陽性で ツ反応 陰性又 は疑陽性 のもの

本項 に該 当す るものが31例 中 に25例 あ り,

`i)17例 は既往 に乾燥B・C｡Gワ クチ ン0・04mgを

予防接鍾 した者であ る｡

(ii♪2例 は局所反応が強 くて48時 間後には小膿瘍 の

形成 を来 し,典 型的な コッ ホ氏現象 を呈 した もので

結核菌 又はB・C・G・既 感染者 と考え るぺ 嚢であ ると

思 うo・
き

(iii)2例 はX線 像で初 感染 巣を認 めたo.

(iv)2例 は活動性小 児結核症(肺 浸潤｡粟 粒結核)

であつたo

(v)1例 は100倍O｡1ceツ ベルク リン反応施行 した

ところ,48時 間後判定で,発 赤 値24×27mm,硬

結11×11mmで 既感染者 と思 われるo

(vi)ユ 例 に予防接種 として乾燥B.C.(Lワ クチ ン

O.04mg接 種 したるに1週 間後には膿瘍形成 を見,

明 らかにこの1例 も既 感染者 と考 えられ る｡

以上25例 は総 て2000倍 ツペルク リ ンO・1cc皮 内

注射 では反応 は陰性乃至疑陽性であるが死乾燥B.C.G.

0・02mg皮 内接種で は陽性反応 を示 した ものであ る｡

2)B・C・G・ 反応疑 陽性で ツ反応 陽性の者

上紀項 目に該当す る者 は6例 であつて,

(i)3例 は既往 に乾燥B.C｡G｡ワ クチ ンの予防接種 を

受 けた ものであるo

(ii)1例 はB.C.G.反 応 の発赤値 は疑陽性であ つ た

が硬結 は8x8mmで コッホ氏現象 は陽性 と考える

こともで きるo

(iii)2例 はツベルレク リン反応 の非持異性反応 と考え

られ るもので,レ ン トゲ ン像 にも結核感染 を思わせ

る陰影 を認め ることがで きなかつ たo

今回の検索では ツベル クリン反応 陽性者においてはコ

ッホ氏現象は必ず疑 陽性以上 の反応を示 して全 く陰性 と

はならなかつた｡

以上の如 く,陰 陽 の一致 しなかつた大 多数 の場合,結

核 叉はB・C・G・ア レルギーに関 しては2000倍 ツベル ク

リン0.1cc皮 内注射 よ りも死乾燥B.C.G.ワ クチ ン0.05

cc(菌 量O.02mg)接 種 による コッホ氏現象が よ り鋭敏

に反応 する ように思われ る｡

C)陽 転率 よ り見た る両 ワクチ ンの力価差位

上述 の如 く結核 アレル ギー診 断液 として乾燥B.C・G

ワクチ ンと液体B・C・(}・ワクチ ンとの聞に差異があ り, 、

液 体B・C・G・ワクチンの方が力価P;強 い ことを知つたが・

予防接種材 として両者間 に差異が存 するや否やを接種後

1カ 月の陽転率か ら研究 したい と思 う｡

被検者 はすぺて学童以下 の小 児のみで,液 体B・C・(;・

ワクチ ソは昭和22年 か ら23年 に実施 し,乾 燥B・C・G

ワクチ ンは昭和25年 か ら27年 に検査 した者である｡

接種菌量は両者 ともO・04mgで 左 上腱皮 内に接種 し,

接種後1め 月目に2000倍O.1ccの ツベル ク リン皮 内反

応 を施行 し48時 問後の判定で発赤値10mm以 上を陽

転者 とした｡両B・C・G・ ワクチ ンの陽転率は第3表 に示

せる如 く液体B・C・G・ ワクチ ンの陽転率が77.4%な る

に反 して,乾 燥B・C・G・ ワクチ ンのそれは54｡6%で あ

つた｡こ の差位は推 計学的 に検討 して有意 義の差 を認め
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る こ とが で き たo

す なわ ち,液 体B.C.G.ワ クチ ンの方 が 乾 燥B.C.G.

ワクチ ンよ り陽 転 率 が大 で あ る｡こ の こ とか ら見 て も乾

燥B・C・Gワ クチ ンの力 価 は 液 体B.C.G.ワ クチ ンに劣

る もの と考 え られ る｡

第3表 両B｡C.G.ワ ク チ ンの1ヵ 月後 の

陽 性転 化 率 の比 較

種 類
被 検
者 数

婆隼二}3・5

讐 籔階陽籔

1・9152

夢學二{395正6三 ・・7

署 籔陽鱒

刎77・4

2・7【5`41・ ・6

D)副 作用 に就いて

死乾燥B・C・G・ ワクチ ンが結核診断用 として用 いられ

ることがで きる ことは上述 の通 りであ るが,本 ワクチン

内には菌体が含 まれているので早 きものは3日 頃 よりコ

ッホ氏現象の典型像 として小潰瘍を生 じて来,1カ 月以

内には治癒するが,こ の小潰瘍 の発現頻度に就 いて調査

して見るに菌量O・OO4mg,O.02mgの 両者 において陰性

の場合には1例 に も小潰蕩 を見 なかつたが,陽 性者 の場

合において,菌 量0・004mgで は調査 で きた96例 中儀 か

12例 すなわち12.5%に おいて軽微 な小潰瘍の発現 を

認めたが,菌 量5倍 量 の0.02mgに おいて調査で きた

101例 中23例 すなわち22.7%に おいて小潰瘍の発生

を認めた｡し か しなが らこれ等 の小潰瘍は1カ 月内外 で

完全に治癒 したのを知つた｡

4考 按

私は第1報 で生 菌液体B・C・G・ ワクチ ン,次 で同 ワク

チンの死B・C・G・ ワクチ ン0・01cc(菌reo.OOO4mg)の

皮内接種 による コッホ氏現象が小 児の結核 アレルギ ーの

診断液 としてかな り鋭 敏であ り又死B.C.G.ワ クチ ンを

使用する場合 は局所の副作用 たる小膿瘍等の 発 現 率 が

46・2%よ り26・7%に すなわち略 く半減す ることを述

べたが,今 回は同じよ うな実 験を,副 作用の少ない点を

考慮に入れて乾燥B.C・Gワ クチ ンの煮沸殺菌 した死乾

燥ワクチ ンを用 いて行つた｡す なわち小膿瘍 ・小潰瘍等

の発現率は死乾燥B・C・(}・ワクチ ンO・Olcc(菌 量0・0004

mg)の 場合は12.5%で,O.05cc(菌 量O・02mg)の 場

合は22.7%で 死液体B.C.G.ワ クチ ンよ り副作用 が少

ないことを知つたo

しか し乾燥B.C.Gワ クチ ンは液体B.C.Gワ クチ ン

よ りも,そ の発赤発現力の弱い ことを知つたので,乾 燥

B・C.G.ワ クチ ンの接種量を増加 して,1回 量をO・05cc

(菌量O.02mg)と する時 は,鋭 敏度を増 して2000倍

O.1ccツ ベルク リン皮内注 射に勝 る結核診断 液 として使

用す ることができることを知つた｡

次 に結核予防接種材 として も,接 種後1カ 月の陽転率

において両 ワクチン間 に有意義 の差が認 め られ乾燥B・

C.G｡ワ クチンの力価 は液体B.C｡G.ワ クチ ンに比較 し

て劣 るもの と考 えられ る｡こ れ を諸家の成績 と比較 して

見 ると,柳 沢氏2)は 液体B.C・G・ ワクチンの学童 におけ

る1カ 月後の陽転率 は97・3%,乾 燥B・C・(気 ワクチ ン

のそれは77・7%と,戸 田氏3)は3カ 月後液体B・C・(L

ワクチ ンの陽転率 は68・7%,乾 燥B・C・G・ ワクチ ンの

それは31.5%と 述 べてお り,い ずれ も両 ワクチンの間

に差異のあるのは私の成績 と一致 している｡た だ私の成

績 と柳沢氏 の成績 とを比較 して陽転率 が私 の方が低いの

は被検 者の大部分が乳児であつたため と思 われる｡

5結 論

1)液 体B.C.G.ワ クチ ン及び乾 燥B・C・G・ワクチ ン

を煮沸殺菌 し,そ の菌量0.004mgを 皮内接種 し,こ れ

によつて起 る コッホ氏現象 の発赤値及び鋭敏度 を比較 し

て液体B.C｡G.ワ クチ ンのそれ等は乾燥B・C・G・ワクチ

ンに勝 ることを知つた｡

2)死 乾燥B・C・G・ ワクチ ンの更 に大量す なわち菌量

0.02mg皮 内接種す る時は,2000倍 ツベル ク リン液O・1

``皮 内注射 の反応 より更 に鋭敏な結核 ア レル ギー診 断

液 として小児 に用 いることができる｡

3)小 児 におけ るツベル クリン反応陽転率 は液体B.

C.(1.ワ クチ ン接種1カ 月後77.4%,乾 燥B.C.G.ワ ク

チンのそれは54.6%で あつた◎ この差 よ り見る も乾燥

B.C.G.ワ クチ ンの力価 は液体B.C.G.ワ クチ ンに劣 る

もの と考え られる｡

終に臨み散高橋教授並びに国分助教授 の御懇篤 な御

指導 と御 校閲に深謝す｡叉 御援助下 された 日比,滝 田

両先生 に感謝す｡
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